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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀後期から 20 世紀初頭にかけて活躍したイギリスの小説家トマス・ハーディ（1840－1928）を取
り上げ、その六大小説と称されている主要小説を、それぞれの作品における人と自然との相互関係を考察することを
通して、ハーディ小説における風景描写の特質を明らかにした研究である。論文は、序章、本論６章、および結論か
































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、トマス・ハーディの六大小説と称されている長編小説を取り上げ、それらの小説空間に描かれる風景を
綿密に分析することを通して、人と自然との相互関係が小説のテーマと密接に結びついて重要な意味をもっているこ
とを明らかにした力のこもった論文である。ハーディの中期小説から後期小説への展開を田園的風景の変容・変質、
さらには風景の喪失として大きなパースペクティヴのもとに捉えることによって、ハーディの本格的小説の群像に新
鮮な統一的読解の視角を鮮やかに提示したことは大きな功績である。特に、六大小説のうちの前期４作と後期の『テ
ス』『ジュード』とのあいだに、風景の表象において注目すべき転化が生じていることを見る読みは興味深い指摘で
ある。また、各小説の細部描写のもつ意味を丁寧に読み解き、それをもとに論を構築していく手並みは実に手堅くて、
各章がバランスのとれた作品論となって仕上がっているのも本論文のもつ大きな魅力である。 
 ただし、本論文において問題がないわけではない。‘1andscape’の表わす内容が自然風景から、さらに異なる次元
の空間、世界、環境などをも指して用いられる場合があって、その概念の輪郭がやや不鮮明になるのが惜しまれる。
また「風景論」をめぐる先行研究や批評家の論などにも言及してハーディ文学における「風景論」の成り立つ意味を
もっと掘り下げてもらいたい気持ちも残る。また、ラスキンやピュージンらの建築観を論に導入するに当たってはよ
り本格的な議論が求められよう。 
 しかし、それらの点は望蜀のごときものであって、本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文
を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
